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学会e-mailシステムに期待する
企画刺 lれ川 宏

規tl.tji学会においでは,ソサイエティ利発hiにIt･lIナ.前々と埠

他が赴められている ソサイエティ別においては,会ilはいずれか

のソサイエティに所拭し.そのソサイエティをrrl心としで羊会捕動

がHわれる 従火に比べ,より′lj-公が会Ilに近くなり. 臼山で幅は､

い統勅か)gJl'1できる 娘近はやりの.1瓜でいえば.,'ft会における●̀規

制絃イrl"である

肖山なrll･動が保証される-Jj,今まで-･rL頗局にお1吐…(.･になってい

た.さまさまな雑戊を会Ei山らの手で.こなす必軟化もぬくなって

くる.･7-会は本丸 会n刷F1-のボランティ7ifi-動によるところが大

であるから,当然のことではあるが.そのための)F'本的なIl-1稚交換

のツール整備をFL･】8!Tに子iう必要がある.

ところでIli･近.コンピュータネットワークの進,糾まII'1-i:しいもの

があり,特に インタネット が広 く研究斤の問で仕われるように

なってきた.インタネノトは,ローカルエリアネットワーク (LAN)

のように.触､Ll-J=T.･神道常されているネットワークを.お77いに腰

続し,あたかも,一つのネyトリークのように動かすものである

世界で比に 100ノjfTのコンビユータ.1.000万を越える利川井がイ

ンタネソト上で榊Tl_に接続され.おIlいに'TEfメールのやりJlkりや,

コンLJJ.一夕やデ-タベースの速l¥紳川寸が行われている ソサイエ

ティ糾移41に際 しては,会L川 m の.あるいは7JI掛 ,.3と全日のiF.1報

交換のツールとしてこのインタネ ′トを,呼人したいとの.i,が広

まった

､11'-F''会の75は1年 技̀監として,一'芦会の'Ji務OA化を進めることと

し,企L由け削 ほ 中心に■li麟OA化作文U'Ji会が.昨年から先hiしてい

た この作 某班会においてノア'-公におけるインタネ ノトによる

e-mallシステムのJ洋人についてIL作化を進めた結札 この 12月l

Ilから.利用IJJ能になったところである.

このシステムは.,f'･会内にLANと.e一mallノードをおき,イン

タネ ットに接紋 している 乍公7Jl頗I,71の少黒部ごとに.e一mallア

ドレスを付与-しており.会Elとのメールのやり取 りができる (鍾

細目よ,本..il1月il･の会デ,A･参照 11り介せ用のアドレスは,olflCC(a)P】CC_

oI･JP)

当L的ま.小掛.,ll人Jの端人のti数の制約,鮒持哲FJ!イ刷 りなどの/=め,

ドAX代わりの催いノ)となるが.今後さまざまな倣いJIをJUJH･して

いる 例えば..M.'1文役柄のJ.㍍f･化,I?':公hId･Aのデータベース1)-ビス.

.'E'.版物のIfl込み.入会,研究会の小込み,会議の案IJjなど

取りあえず,茶鰹ができたばかりで.よちよち歩きであるが,会

fiの竹様の7イデアにより.このシステムの発展をIgl経 している

終 りに.このシステム殺人に際し.御協ノJrRL､た)j々 に.耗Lb-を借

りて,お礼rrlL上げる次節である


